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広大な情報空間を構成する，今日のコンピュータネットワークによる情報流通サービスでは，いかにしてユ

ーザを特定のサービスに導くか."、かにして利用者が望むサービスを開発するか.といったサービスプロモ

ーション，サーピス構成技術が重要である.特にCG作品等の視覚的な情報を扱うサーピスでは，サービス

に要求される特性が，利用者の目的や噌好によって多岐にわたり.全利用者の要求を一元的に満足する代わ

りに，個々の利用者の要求を分析し，これを解決する技術が求められている.本稿では， WWWサービス

にマーケティング理論のユーザ行動モデルを適用することを試み， rWWWユーザ行動モデJレJを定義した.

そして.実際の利用者行動が.このモデルに適合するとの実験結果から，ユーザ行動モデルの適用可能性の

見通しを得た.また.この実験結果に基づき.wwwサーバにおけるサービスプロモーションの方策につい

ても考察した.

1.はじめに

World Wide Web (WWW)は，インターネット上

に分散化した情報をハイパーテキストによってリ

ンクし，統一的なインタフェースでアクセスするこ

とを可能にする技術である[1].WWWの利用者(ユ

ーザ)は， WWWブラウザと呼ばれるプログラムを

用いて.このリンクをたどることで情報空間を移動

し，適切な情報を歩照する.WWWで提供される情

報の単位はベ}ジJと呼ばれる.このページと

ページをリンクで接続することにより，ハイパーテ

キストが構成される. WWWが提供するサービス

{WWWサービス)とは，このリンクされたページ

の集合を提供することであり. インターネットに

接続したコンビュータにおいて wwwサービス

プログラムを実行することで実現できる.

今日のインターネットにおいて.WWWサービス

が急速に増加した背景には，インターネット接続サ

ービスの商用化と wwwサーパプログラムの流通

がある.これらによって，インターネットの利用者

が.WWWサーバを運用し，情報を発信するサービ

ス提供者となる機会が増加した.すなわち.www 
は，サーピス提供者とその利用者の差が小さい，フ

ラットなサービス環境であり，個人の噌併や情報を

発信する手段としての利点は大きい.

ところで， wwwサービスをユーザの視点で見た

場合， WWWサービスの憎加によって，広大な情報

空間が構成された結果.欲しい情報が見つからない，

あるいは.情報空間上の自分のいる位置が分からな

い，いわゆる『迷子問題 (Lostin Hyperspace) Jと

いった問題点が指摘されている.これらの問題に対

する研究としては，ハイパーテキスト上のナピゲー

ション技術[2]や.インターネットにおける情報検

索・フィルタリング技術の研究[3，4]がある.

一方.wwwサーピスをサービス提供者の視点で

見た場合， ユーザをいかにして自分のwwwサー

ビスに導くか，あるいは，いかにして，利用者が望

むサービスを提供するか，といったマーケティング，

プロモーションの方法論が期待されている[5].特ζ

等質の製品を多数の購買者に販売することを目的

とした従来の流通とは異なり， WWWサーパによる

情報流通では.ユーザそれぞれの特性に応じた，き

め細かいマーケティングの可能性もある[6，7}.たと

えば，単一のサービスメニューを提供する代わりに，

個々のユーザの特性によって適応的に決定される

『お勧めメエューj を提供するインタラクティプサ

ービス[7]などが，その例である. このようなサー

ビスを実現しようとした場合，1) ユーザのモデル

化.2)特徴パラメータの抽出. 3) 特徴ノ宅ラメー
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タをサービス構成へフィードパックする.といった

技術が必要となる.しかし，現在のところ，砲立さ

れた方法論は存在せず，サービス提供者のノウハウ

によるところが大きい.

本稿では，電子的な情報流通サービスにおけるサ

ーピスプロモーション技術.サービス構成技術を融

立することを目的として，サービス利用者に対して，

マーケティング理論のユーザ行動モデルを適用す

ることを試みる.以下では，也子的な情報疏通サー

ビスの 1っとして， wwwサーピスを取り上げ，

wwwサーバのプロモーションについての考察.ユ

ーザ行動モデルの定義を行う.そして， 実際のユ

ーザ行動の観測結果から，ユーザ行動モデルの適用

可能性についで議論する.また，ユーザ行動に関す

る議論に基づき.サーピスプロモーションの方策に

ついても考察する.

2.wwwサーバにおけるプロモーション

2.1.サーピスの特徴

wwwサービスで提供される情報の単位はペー

ジである.ページは，他のページとリンクによって

関係づけられている.ユーザは，このりンタをたど

って.ページからベージへ移動{ブラウジング)し，

適切な情報を利用する. 1ページの大きさには，特

に制限はない.しかし，一般には 1ページが 1画

面程度の，比較的小さな情報単位に分割されている.

[特徴1]・ページ単位のブラウジングは 1ペー

ジごとにユーザの判断{次のPンクの選択)と行動

〔ブラウジング)が必要である.すなわち， 比較

的小さな情報単位ごとに. ユーザ行動の観測機会

が得られるという特徴がある.

[特徴2] 1つのページから Pンクするページ数

の制限や，ページ問の関係(連結性や閉路等)に閲

する制限はない.したがって，情報の構造化に関す

る自由度が大きい.たとえば 1つのページから他

の全てのページをリンクすることも，あるいは 1

ページずつ順次リンクすることもできる.

[特徴 3] ユーザからのアクセスに応答して，

wwwサーバ上でプログラムを実行し，その結果を

新たな提供情報とすることができる.この機能によ

って， 事前に内容が用意された静的なページだけ

でなく，ページの内容や他のページへのリンク等を

ユーザのアクセス時にリアルタイムで生成する，い

わゆる動的なページが構成できる.

以上3つの特徴から，ユーザの特性を検出し{特徴

1)，これに適したページ・リンク(特徴2)やペ

ージ内容の変更(特徴的をアクセス時に適応的に

実現する(特徴3) といった.きめ細かいプロモー

ションの可能性がある.

2.2.サービス構成の方法鵠

上で述べた，きめ細かいプロモーションを具体化

するためには， 1) ユ}ザのアクセス行動の観測か

ら，そのユーザの将来の行動を予測する技術と，

2) この予測に基づき，このユーザに適したサ}ピ

ス構成を動的に生成する技術が必要である. これ

らの技術のうち，ここでは前者の技術について議論

する

ユーザの行動を予測する単純なユーザモデルと

しては， 例えば，あらかじめ全てのページをいく

つかのカテゴリに分類しておき，ユーザがよくアク

セスしたページのカテゴリをそのユーザの特性を

示す『好みJとする方法が考えられる.

しかし.この『好み』は，ユーザがwwwサーピ

スを利用する時のコンテキストに大きく依存する.

例えば， CG作家の情報を集めたライブラリを利用

する場合.CG作品を識しむ場面では，自分の好み

の作家の CG作品だけを見たいと考えるだろう.一

方，作家の出身地とその作品の特徴の関係を研究す

る場面では，全ての作品と作家の出身地情報にアク

セスするだろう.また好みJは，ユーザの経験

や学習によっても変化する.例えば，好みの筋書の

小脱もたくさん説めば，やがて飽きてしまうだろう.

このように， wwwサーピスのプロモーション実

現のためには好みJによるモデル化では不十分

であり.利用時コンテキストやユーザの学習的変化

をアクセス時に実時間でシニムミレートする様な，よ

り詳細なユーザのモデル化が必要となる.
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3.ユーザの行動モデル

3.1.購買者行動モデル

商業活動におけるマーケティングの研究では，消

費者の購買行動を表現する消費者行動モデルが多

数提案されている[8].その中で， 消費者の内面的

な状態変化の過程を表現する機能に優れている，最

も基本的なモデルとして， ハワード/シェスの購

買者行動モデル[9Jがある.このモデルでは，購買者

は刺激Jt 反応Jをそれぞれ入力，出力とし，

内部状態を持つシステムとしてモデル化される.

購買者は， 刺激が入力されると，システムの内部

状態に応じて反応する. 刺激とは，例えば商品の

価格や品質等の情報であり， 反応とは，伊jえば商

品を購入するなどの行動を指す.

鵬買者の内部構造は.入力された刺激が知覚され，

この刺激を弁別する機能を果たす『知覚構造Jと，

知覚構造から弁別された刺激を受けて実際に購入

行動を行い.その結果を評価して，内部状態を変化

させる『学習構造』からなる.学習構造では，ある

購入行動とその評価から，商品の「プランドJに関

する知識を学習するので，それ以降の同一プランド

に関する刺敬一反応の特性が変化する.

3.2.WWWユーザ行動モデル

購買者行動モデルを wwwサ}ピスにあてはめ

てみると，購買行動とは，ユーザがページをアクセ

スすることにあたる.そして，商品の品質は， 情

報の信頼性.網錨性，画質帯にあたり，商品の価格

は， アクセスに要した時間，回線使用料等にあた

る.また，商品のプランドとはt WWWサーパであ

ると考えることができる.一方， W W Wサービスの

アクセス行動と鵬買行動の大きな援は，行動の粒度

が細かい点である.たとえば，自動車の購買行動の

周期は，一般に数年であるが， wwwサーピスにお

けるベージのアクセス周期は，これに比ベてはるか

に短い.

以上の考察にもとづき，蹴買者・行動モデルを簡単

化し，さらに， WWWサーピスに特殊化した， WWW

ユーザ行動モデルを図 1に示す.

(1)入力:ユーザ行動に影響を与える入力として，

プロモーション情報からの刺激がある.プロモ}シ

知覚構造 学習構造

「一一一「で戸a ー・-一一

14γγi 
附→....1滋脚色サーパ理解~l'fili 噂L

f 1 下、 1 ¥
プ官aJ-A糊 i怠図 一→ヤクセス

↑ L一一一 L一一一一一一一|
旬報館Dt唱 量:，祖"の9電町~. ;1.(ードバヲタ鋤思を務す.

'!t'ーピス鑓供者 腐闘の怜肉It.;1-11の内81111tinす.

図 1:WWWユーザ行動モデル

ョン情報は，一般には，情報提供者やサービス提供

者から与えられるが.それ以外に.口コミや雑誌の

記事噂.第三者からの情報も含まれる.wwwサー

ビスのプロモーション情報の例としては，例えば，

サ}パの新着情報 (What'sNewページ等[10])など

がある.

(2)知覚構造:意志決定に必要な情報を入手し処

理する部分であり，刺撒感受性と外部探索のZつか

らなる.刺激感受性は，刺激に対する信頼性の判断

や過去の経験からの判断によって，外部傑索や学習

構造に影響を与える.外部探索は，受けた情報が慢

昧な場合に，より正確な情報を得るために外部に対

しておこなう探察である.以上のようにして，外部

からの刺激が知覚され，次の学習構造へ進んで行く.

(3)学習構造:知覚構造によって知覚された刺激

に応答して行動を起こす部分であり，意図，サーバ

理解，評価，サーパ蝕度の4つからなる.意図は，

ページへアクセスする行動に関して，ユーザが持っ

ている予定である.意図は，刺激感受性やサーパ理

解からの影響を受け，その影響が肯定的な場合には.

実際にページへアクセスするという行動を起こす.

評価とは，アクセス結果からベージの情報を主観的

に評価する部分であり，その結果は，サーパ理解に

影響を与える.サーバ理解とは， WWWサーバに対

してユーザが持っている知織であり，百平価の影響を

受けて刻々と状態が変化し，サーバ態度と意図に影

響を与える.サーバ態度とは，サーバの持つ潜在的

性質に対するユーザの相対的な選好の度合いであ

り，サーバ理解の影響を受けて状態が変化する.サ
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ーパ理解は知覚構造の刺激感受性に影響を与え，今

後の(当該サーパに対する)刺激一反応の特性に影

響を与える.

3.3.ユーザのアクセス行動ループ

モデルにおいて，ユーザのアクセス行動の経路は，

つぎの2つに大別できる.

即時的行動ループ:

ユーザは例えば新着サーバ情報を得て{刺激). 

そのサーバヘアクセスする事を決定し{意図).ア

クセス結果から， 自分の好みに合っているか，意

図した通りの情報であったか等の主観的判断を行

い(評価:).そのwwwサーバの特徴を理解する(サ

ーバ理解).そして，この知識から，さらにリンク

をたどって別のページへアクセスするかどうかを

決定する(意図). 

このように，意図ーアクセスー評価ーサーバ理解

の関係を巡るループは，あるwwwサーバの 1ベー

ジへアクセ只するユーザ行動を表している.ユーザ

は何度かこのループを巡りアクセスすることを

やめる」という決定をした(意図)時点で，この一

連のループが終了する.この連続したループの回数

は， ユーザが一時に利用したページ数となる.

以下では，このJレープを即時的行動ループ

(lmm叫iateD民 isionL∞p: lDL) と呼び，連続した

lDLを回L系列と呼ぶ.

笹天的行動ループ:

ユーザは，ページへのアクセスとその評価から，

そのサーバの特徴を理解し(サーバ理解).例えば，

fこのサ}パのサーピスは自分好みであり，提供予

定の新サービスにも期待できる』といった，そのサ

ーバが持つ潜在的性質に関する棺信を持つ(サーパ

態度).このユーザは，後日，新サーピス開始の情

報(刺激}を得たとき，先の確信(サーバ態度)の

影響によって(刺撤感受性).再び当該サーバへア

クセスする(意図，アクセλ) . 

このように. lDLーサーバ態度一刺激感受性の関

係を巡るループは， アクセスした経験を有するW

wwサーバへ，再びアクセスするユーザ行動を表し

ており，このループを回る回数がI WWWサーバへ

の再来回数となる.

以下では，このループを後天的行動ループ

(Leamed Dccision Loop: LDL) と呼ぶ.

3.4.ユーザ行動モデルの適用方策

以上で述べたモデルは，個々のユーザの内的状態

変化をシュミレートすることができる.つまり，観

測可能な入力(プロモ}ション情報等)と出力{ペ

ージへのアクセス)から，ユーザの内部状態を推定

する機能を持つ.この機能に加えて，ユーザの内部

状態に適したサービスを自動的に生成する機構を

用意できれば，個々のユーザに最適な個別サービス

を提供する，個別サービスプロモーションが実現

できる.

また，複数のユーザの内部状態を総合し，このユ

ーザ集合が持つ特性や傾向を判断することも可能

である.この手法を利用して，より多くのユーザに

適した汎用的サーピスを錘供する，包括的サービス

プロモーションが実現できる.

4.oneZeroサーバのユーザ行動

以下では，ここまでに議論してきた.wwwユーザ

行動モデルを実際の wwwサービスに適用する試

みについて述べる.

4. 1. oneZeroサーバ

oneZeroサーバ(以下I oneZero) [11]は， CG作

家の任意団体『ディジタJレ・イメージ』の協力を得

て.インターネット上に公開しているwwwサーバ

であり I CG作品や展覧会の情報など， CGに関する

情報サーピスを行っている.

oneZeroで提供するサービスの特徴は，グラフイ

カルな情報を主体としている点にある.特に CG

作品だけでなく，画像と文字の配置等のページデザ

イン自体も，提供する情報の一部であると考えてい

る.したがって，ユーザが利用するカラーパレット，

画面サイズ，文字フォント等，個々のユーザの環境

構成に最多響を受けやすいサーピスであると言える.

また，オフィスと家庭のbずれからも wwwサービ

スを利用するユーザが，どちらでも同ーの環境を利

用しているとは限らない.このため oneZeroでは，

助的に変化する，ユーザの利用時環境それそ・れに適

した情報の表現方法を採用する必要がある.
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また， oneZcroのサーピスは， CG作品を鑑賞して

楽しむ，いわゆるイメージを伝えるサービスとして

の側面と， CG作家の作品特性や経歴等を検索する，

いわゆる情報を伝えるサービスとしての側面を持

っている.したがって， 2.2でも述べたとおり，ユ

ーザの利用時コンテキストによって，それに適した

特性を持つサーピスを採用する必要もある.

以上のような特徴から， oneZcroでは，ユーザの

利用時の状態を把握し.行動を予測する， wwwユ

ーザ行動モデルの適用と，これに基づくサービスプ

ロモーションの実現が期待されている.

4.2.サービス構造

oneZeroが提供するページ聞の関係(サーピス構

造)を図2にポす. 図において，矢印で結ぼれた

ベージは，矢印が示す方向へリンクされている.並

置されたベージ集合とは.双方向にPンクされてい

るページの集合である.

日

E::;コ:;ク ¥rj 
f1:_~t\.C:~ージ飴ー

DP3.DP4も肉ーの傭遺

図2: oneZeroサーバのサービス構造

4.3.ユーザ行動の検出

ユーザ行動の検出には， wwwサーバプログラム

のアクセス履歴情報(以下，ログ)を利用した.ロ

グでは.あるホストから 1ページアクセスされる毎

Rootは， oneZeroへのアクセスポイントである. に，

oneZeroでは， R，∞tの下に 3つの下層構造(以下. ホスト名:アクセス時刻:ページ名

サーピスオプション)， OPl. OP3. OP4を用意して

いる.これらは，いずれもサーピス構造が同一であ

る.OPlとOP3は，いずれも， CG画像やボタンの

配置，背最や文字の色や形等をデザイナが総合的に

デザインしたページである.また，これらのページ

を利用するためには，このデザインを表示する機能

を持つ，特定のwwwブラウザを利用する必要があ

る. 一方， OP4は.ページデザインに特別な配慮

が施されておらず，どぴ刈rwwブラウザでも利用で

きる汎用的サーピスである.また.CG画像等も小

さいサイズに抑えられ，転送されるデータ働tOPl

やOP3に比ペて小さいという特徴を持つ.

3つのサービスオプションは.いずれも4つのサ

ービス(以下，サービス要素)へのリンクを持つ.

そのうちの 1つである作家目次ページ (Digilal 

Artists Libmry)は，約30人の CG作家の名前と作品

の一部が一覧できる.そして，個々の作家項目から

は，各作家の倒人ページ (Artists)がりンクされて

いる.この他にディジタJレ・イメージJに関す

る情報ページや oneZeroの紹介ページ等のサービス

要素がある.
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のデータの組(以下，ログエントリ)がアクセス時

刻順に記録されている. 以下では，このログの解

析にともなう条件仮定と，ホストの同一性，連続ア

クセス.再来アクセスを定義する.

仮定 1: 1つのホストからアクセスするユーザは.

同一人物，ただ一人である.

仮定2:あるユーザの 101.系列の最中に， jjlJのユー

ザからのアクセスはない.

仮定 1は，例えば代理サーバ等からのアクセスを考

えると，明らかに不合理な条件である. しかし，ロ

グから個々のユーザを餓別することは，今のところ

困難であるので，この条件を仮定することはやむを

えない. また.仮定2は.一般には成り立たない

条件であるが，今回扱うログに閲しては，あらかじ

め，結果に影響が無いことを硝施した，必須な条件

ではないが，以降の議論を簡単にするための仮定で

ある.

[ホストの同一性]ホストが同一であるとは.ログ

エント Pのホスト名フィールドの値が同一である

ことを言う.

[連続アクセス]連続アクセスとは.同一ホストか



らの連続したアクセスを指す.ログ上では，同一ホ

ストが記録された，連続した， 1つ以上のログエン

トリの集合を指す. ユーザ行動モデル上では 1

つの LDL系列にあたる.

[再来アクセス1述続アクセスのうち.同一ホスト

の2つ以上の連続アクセスを指す.ユーザ行動モデ

ル上では 1度の再来アクセスが lつの LDLにあ

たる.

以上の仮定.定義にもとづき，ログから個々のユ

ーザのアクセス状況を抽出し.これをユーザ行動の

観察結果とした.

5.ユーザ行動の観測結果と考察

5. 1.観測結果

観測を行った oneZeroサービスの緒元を表 1に示

す.サービス開始時期は 199.5年6月であり，提供

している総ページ数は，約600ページである.本稿

で扱うログの対象範囲は. 199.5年6月から 199.5年

9月の問の約 lω 日間であった.また.ログを解析

した結果，この期間にわたって.同一でないホスト

数(ユニークホ戸ト数)は約 20ω ホストであり，

これらによって， 延ベ 1別00ページがアクセスさ

れた.

まず，サービスオプションそれぞれに対して.サ

ービス要素毎のアクセス総数を測定した.その結果

を図3に示す.図において，各サービスオプション

の積み上げグラフは，サービスオプションに属する

アクセスの総数を 1とした時の，各サーピス要素へ

のアクセスの分布の割合を示している.

次に，サービスオプションごとに，連続アクセス

の総数を計測した. そして，アクセス総数をこの

連続アクセスの総数で割ることにより 1連続アク

セスあたりの平均アクセス数を計算し，これを『平

均滞在時間{単位:ページ数)Jとした(表2). 

最後に，各サービスオプションの Homeへのアク

セスのうち.再来アクセスの数とユエークホスト数

を計測し，前者を後者で割ることにより 1ホスト

あたりの平均再来アクセス回数を剖・算し.これを

I平均再来アクセス数(単位:回}Jとした俵2)• 

5.2.結果の考察

4.2で述べたとおり，サービスオプションのうち，

褒 1: oneZeroサービスの鰭元

サーピス開始時期 1995年6月

サーピス総ページ数 約600ページ

使用ログ対象期間 1995年6月から1995年9月
約1∞日間

ユニークホスト数 約2，αmホユト

総アクセスページ数 延べ約18，0∞ページ

OPlとOP3は，いずれもデザイナによってデザイン

されたページを提供する.一方.OP4は，デザイン

に関して，なんら記慮されていないページを提供す

る.すなわち， OPl， OP3とO仰の相遺点は.ベ}

ジの品質に関する遣いにあると宮える.ところで，

画像の品質を評価する方法としては，画素数，色の

数やその配色等に基づき定量的データで示す方法

がある.しかし.本稿では情報提供者側の意図と利

用者側の主観的評価の関係を扱うものである.そこ

で，本稿では，デザイナ{情報担供者)が意図して

デザインを施したベージを『高品質』とし，デザイ

ナの主観による定性的特徴をパラメータとした.

また， OPlとOP3の相違点は，それぞれに必要な

wwwブラウザが異なるという，要求されるユーザ

環腐の違いにある.

ユーザ行動モデルの適用可能性:

まず， wwwサービスに対するユーザ行動モデ

ルの適用可能性について議論する.

表2において，平均滞在時間が大きい OP1，OP3 

は， OP4と比べて.平均再来回数においても大きい

値を示した. wwwユーザ行動モデルによれば，

平均滞在時聞はJDL系列の長さを表している.また，

平均再来回数は， LDLの数である.したがって.観

制されたユーザ行動は， LDL系列におけるユーザの

評価が LDLへ影響を与え，その結果として LDLに

おけるユーザ行動が変化するという.wwwユーザ

行動モデルに合致する結果であった.

以上の考察から.wwwサーピスへのユーザ行動

モデルの適用可能性についての見通しが得られた
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図3:サービスオプション毎のアクセス分布

と結論する.

ユーザ行動と影響パラメータ

次に，図3と表zの観測結果をページ品質の観点

から考察してみる.

アクセス分布に閲しては.図3では OP1.OP3と

QP4の聞に大きな差はみられず，サービス要素を構

成するページ数の割合と問機の分布を示している.

一方.表2からは，平・均滞在時間と平均再来回跡。

いずれもが.OP4に比べて OPl.OP3の方が高い値

を示していることが分かる.

また，同様にして.ユーザ環境の観点から考窮す

ると.国3と表2の結駒主らは， OPlとOP3の大き

な差は認められない.

以上から，今回比較実験を行った行動影響パラメ

ータ(ページデザインの品質t WWWブラウザの種

類)とユーザ行動の関係について，以下に示す考察

結果を得る.

[考察 1]高品質なページデザインは.多くのユー

ザから肯定的な評価を得る.また，サーバの潜在的

特性としても肯.定的な影響をあたえるとものであ

る.

[考察2]高品質なページデザインは，サービス要

無へのアクセス分布には.影響が少ない.

【考察3]使用する WWWブラウザの違いは.アク

セス分布，平均滞在時間，平均再来回数のいずれに

褒 2:観測結果

サーピス 平均滞在時間 平均再来
オプション アクセス数

(ページ) {固)

OPl 3 9 4 

OP3 4 0 5 

OP4 1 0 2 

も影響が少ない.

サービスプロモーション方接:

最後に，以上の考察に基づき.実験に利用した

oneZeroのサービスに対して示唆されるプロモーシ

ョン方策を考察する.

商品質なページデザインは，多くのユーザを連続

アクセスさせるための手段として有効であった{考

窮1).したがって，ユーザ・ナピゲーションの視

点からは.サービス構造のうち.r見せたいページ』

へ至るパスのページデザインを他よりも商品質な

ものとすることで， ユーザに選択の余地を残しな

がら，比較的ゆるやかにユーザを導くことができる.

またより多くのアクセスを獲得するJという包

括的プロモーションの立場からは，全てのベ}ジデ

ザインを商品質化する方策が有効である.

ベージの品質が再来アクセスを増加させる影響

を持つという結果からは， 多くのユーザのアクセ

スが集中するWWWサーピスのエントリポイント

付近には，高品質なページを配置し，より多くのユ

ーザを再来アクセスに誘うというプロモーション

も考えられる.

5.3.今後の課題

上述の考察では，ページデザインの品質という定

性的データによる比較を行った. しかし，このパ

ラメータは， oneZcroのページデザインを担当した

デザイナによる主観的評価であり，上記の考察結果

をただちに一般の wwwサービスへ適用すること

はできない.また， トレードオフの関係にあるパ

ヲメ}タなど，パラメータ間の関係も明らかになっ

ていないという問題も残されている. 今後は，客
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観的な行動影響パラメータを複数抽出し.これらを

用いた比較実験を行い，考窮結果の検証を進めてゆ

く.

また.今回の実検では，ログから個々のユーザを

識別することが困難であったために，ユーザ集合の

行動を中心に考察した.つまり， 3.4で述べた包括

的サーピスプロモーションを主に検討した.今後は，

モデルによるユーザ行動の予測技術と.そのユーザ

行動に応じて，サービス構造や情報表現を適応的に

変更する技術を統合し.個別サーピスプロモーショ

ンを実現する技術に発展させて行きたい.

6.まとめ

本稿では，電子的な情報流通サービスに対して.

マーケティング理輸のユーザ行動モデルを適用す

ることを試みた.その結果， wwwサービスの 1つ

である oneZeroサーバにおいて rwwwユーザ行

動モデル』における即時的行動ループと後天的行動

ループの因果関係が.実際のユーザ行動と合致する

との結果を得た.この結果から.也子的な情報流通

サービスに対する.ユーザ行動モデルの適用可能性

についての見通しを得たと結論する.また，以上の

結果をふまえ， oneZeroのサービスを改善するため

の，包括的サーピ只プロモーションの方策も示した.

電子的な情報流通に対してマーケティングや経

務的モデルを適用する他の研究としては. 情報流

通の特性を経済的モデルで説明する試み[12]や，デ

ィジタル情報のための流通システムの研究 [13]な

どがあるが，本稿と同様なアプローチをとる研究の

絶対数は多くない.しかし，マーケティング蹄.論，

経済学.社会学等の研究成果の適用を図るこれらの

研究は，今後の電子的な情報流通サービスにおいて

不可欠なものであると考える.

今後は， .本稿で述べたWWWユーザ行動モデルを

詳細化し.個々のユーザに適応的に対応する，個別

サービスプロモーションの方法を明らかにして行

くとともに， WWWサービス以外の電子的な情報流

通サーピスに対して.ユーザ行動モデルを適用する

ことを検討してゆく.

謝辞

oneZeroサーバの構築にあたり，ページのデザイ

ン.作品提供等のご協力をいただいた，長田智行代

表をはじめとするディジタルーイメージ所属の作家，

デザイナの皆様に感謝し志す.また.クリエータの

立場から.ユーザモデルに閲して議論していただい

た.宮崎正弘氏.山田英治氏に感謝します.

参考文献

[1] T.Beme四・同， R.Cailliau.A.Luotone， H.F.Nielsen 

and A.Secret“Thc World-Wide Web"， Comm. 

ACM， Vo1.37. No.8， pp.764l2 (1994). 

[2] D.M.Edwards and L.Hardman，仙 Lostin 

Hyperspa'∞': Cognitive Mappiog and Navi伊tionin

a Hypertext Environment"， R. McAlecsc編，

Hypertext: th∞ry into practice， Ablex， New Jersey 

(1989). 

[3] N.T.Blkin and W.B.Croft，川uormationfiltel'Ing 

and lnformation RClrieval: Two sides of lhe same 

∞inT， Comm. ACM， Vo1.35. No.12. pp.29・38

(1992). 

[4] P.Ma民“Agentsthat Reduce Work and 

lnformation OverloadヘComm.ACM， Vol.37， 

No.7， pp.31-40 (1995). 

[5] R. Dedrick.“A Consumption Model for Targeted 

日民tronicAdvertising"， lEEE MultiMcdia， Vo1.2， 

No.2. pp.41-49 (1995). 

[6]中村雄三マルチメディア情報流通技術の動

向"， NTT R&D， Vol.44， No.10 (1995). 

[7]本楠健，荒野高志.桑名栄ニインタラクテ

イプマルチメディアシステムの構成モデルヘ

情処第 51回全国大会論文集， IQ・7(Scp，199S). 

[8]田中由多加編，新・マーケティング総論，創成

千土， pp.62・83(1990).

[9] J.A.Howard and J.N.Sheth， "The Theory of Buyer 

Behavior"， John Wilcy&Sons， (1996). 

[10]What's New， ht甲:lIwww.nll.jpIWHATSNEW/.

[11]0郎Zero，http://onezero.sl.伺e.ntt.jpl.

[12]後藤滋樹.野島久雄人聞社会の情報流通に

おける三段構造の分析ヘ人工知能学会誌，

Vol.8， No.3， pp.348-356(1993). 

[13]蘇亮一，河原正治歴史的必然としての・趨流

通超編集，越流通，超管理のアーキテクチャ

シンポジウム論文集.情処学会 .Vo1.94，No.l， 

pp.67・76(1994).

-180一




